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1. 事業概要 

1.1 地域の概要 
道前平野地区は、愛媛県東予地方の西部に位置し、行政区は西条市である。本地区は、東は二級

河川中山川水系中山川に、西は堂ヶ森に、北は瀬戸内海に、南は石鎚山に接しており、温暖な気候

の下、農村景観を有している。 

 

国営道前平野土地改良事業「道前平野地区」概要図 

1.2 事業目的 
本地区は、瀬戸内海に面した愛媛県西条市に位置し、国営道前道後平野土地改良事業（平成元年

度～平成 25 年度）等で整備されたかんがい用水を用いて、水稲、はだか麦、野菜類等、多様な農

作物が栽培される農業地帯である。 

本地区は、水田区画の多くが狭小であり、また、耕作道路は狭く効率的な農作業が行えない状況

であるとともに、地区内河川の中・下流周辺では、降雨時に慢性的な湛水が発生しているほか、後

継者不足、農業従事者の高齢化等により、耕作放棄地が増加するおそれがある。 

このため、本事業では、区画整理及び農業用用排水を一体的に施行し、耕作放棄地を含めた農地

の土地利用を計画的に再編し、担い手への農地の利用集積を進め、併せて湛水被害を解消すること

により、緊急的に生産性の向上と耕作放棄地の解消・発生防止による優良農地の確保を図り、農業
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の振興を基幹とした総合的な地域の活性化に資することを目的としている。 

 

整備前と整備後 

  
北条団地（区画整備前） 北条団地（区画整備後） 

  
明理川団地（区画整備前） 明理川団地（区画整備後） 

  
久妙寺団地（区画整備前） 久妙寺団地（区画整備後） 
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整備前と整備後 

  
田野上方東・周布工区 

中山川排水樋門（農業用用排水施設整備

前） 

田野上方東・周布工区 
中山川排水樋門（農業用用排水施設整備

後） 

  
徳出・安出・明理川工区 

１号幹線排水路（農業用用排水施設整備

前） 

徳出・安出・明理川工区 
１号幹線排水路（農業用用排水施設整備

後） 

  
北条・北条新田工区 

２号幹線排水路（農業用用排水施設整備

前） 

北条・北条新田工区 
２号幹線排水路（農業用用排水施設整備

後） 
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1.3 関係市 

愛媛県西条市 

 

1.4 受益面積 

区画整理    654ha（水田 643ha、普通畑 11ha） 

農業用用排水 323ha（水田 321ha、普通畑 2ha） 

 

1.5 関係戸数 

区画整理  ：関係戸数 1,760 戸 

農業用用排水：関係戸数  786 戸 

 

1.6 主要作物 

水稲、飼料用米、大豆、さといも、夏秋きゅうり、アスパラガス、いちご、はだか麦、 

ブロッコリー 
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主要作物の作付け状況 

  
水稲 大豆 

  
さといも 夏秋きゅうり 

  
アスパラガス いちご 

  
はだか麦 ブロッコリー 
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1.7 主要工事計画 

1.7.1 区画整理 

（１）区画整理 

工区名 
面積 

（ha） 

整地工 表土扱い 
備 考 

標準区画 土量（m3） 面積（ha） 土量（m3） 

周布、北条、北条新田、明理

川、高田下、安用、安用出作、

宮之内、徳能出作、高知、古

田、久妙寺、高松、北田野、田

野上方東、田野上方西、長野

東、来見、志川 

459 

0.5ha 

（100m× 

50m） 

862,700 439 658,500 

水田 
184 

0.3ha 

（100m× 

30m） 

433,600 168 252,000 

小  計 643  1,296,300 607 910,500 

周布、安用、宮之内、古田、久

妙寺、田野上方東、田野上方

西、来見、志川 

5 

0.5ha 

（100m× 

50m） 

9,800 5 7,500 

普通畑 
6 

0.3ha 

（100m× 

30m） 

12,900 6 9,000 

小  計 11  22,700 11 16,500 

合  計 654  1,319,000 618 927,000  

 
（２）末端用水路等 

項 目 

区 分 
数 量 規  模 構  造 備  考 

末 端 用 水 路 

（パイプライン） 
71.7km 

かんがい面積 530ha 

0.01～0.09m3/s 

硬質塩化ビニル管 

φ75～φ300 
 

末 端 用 水 路 

（ 開 水 路 ） 
18.4km 

かんがい面積 124ha 

0.01～0.07m3/s 

鉄筋コンクリートベンチフリューム 

BF250～BF500 
 

 
（３）末端排水路等 

項 目 

区 分 
数 量 規  模 構  造 備  考 

支 線 排 水 路 63.7km 0.01～4.07m3/s 

鉄筋コンクリート角フリューム 

KF250～KF500 

鉄筋コンクリート組立柵渠  

B650×H400～B1800×H600 

 

支 線 用 排 水 路 2.0km 0.03～0.09m3/s 
鉄筋コンクリートベンチフリューム 

BF250～BF550 
末端排水路と兼用 

 
（４）暗渠排水 

項 目 

区 分 

面積

(ha) 集   水   渠 吸   水   渠 
集水渠出口以下の 

排水施設 
備

考 

事業名 

区画 

整理 

勾

配 
管種 

管

径 

(mm) 

延長 

(m/ha) 

勾

配 
管種 

管

径 

(mm) 

深さ 

(ｍ) 

間隔 

(ｍ) 

延長 

(m/ha) 
名称 構  造 

数量 

(m/ha) 

周布、 
北条、 

北条新田、 
明理川、 
高田下、 
安用、 

安用出作、 
徳能出作、 

高知、 
古田、 

久妙寺、 
北田野、 
田野上方東 

381 1/500 

硬質

塩化

ビニ

ル管 

75 

100 
114 1/500 陶管 75 0.7 7.5 1,372 

末端

排水

路 

鉄筋コ

ンクリ

ート角

フリュ

ーム 

101  

計 381               



7 

1.7.2 農業用用排水 

（１）排水機 

項 目 

 

名 称 

位 置 

排水量 

 

(m3/s) 

揚程(ｍ) 排水機 原動機 

備 考 
全揚程 実揚程 型 式 

口 径 

(mm) 

台 数 

(台) 
型 式 

動 力 

(kW) 

台 数 

(台) 

北条新田 

排水機場 

愛媛県 

西条市 

北条 

7.3 4.1 3.5 斜流 1,000 3 発動機 139 3  

 
（２）排水路 

項 目 

 

水路名 

受益 

面積 

(ha) 

排水量 

 

(m3/s) 

延長(km) 

構 造 勾 配 主要構造物 備考 
開きょ 

トンネル 

そ の 他 
計 

田野上方東・周布工区 

幹 線 排 水 路 
164 20.4 3.0 1.2 4.2 

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 

二次製品 
1/200 

 河川放流工 ２箇所 

 合流工   １箇所 

 分水工   ３箇所 

 

徳出・安出・明理川工区 

幹 線 排 水 路 
 72  4.0 1.8 0.6 2.4 

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 

二次製品 
1/250 

 河川放流工 １箇所 

 分水工   １箇所 

北条・北条新田工区 

幹 線 排 水 路 
 87  6.0 0.9 0.3 1.2 

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 

二次製品 
1/1,300 － 

計 323 30.4 5.7 2.1 7.8    

 

1.8 総事業費 

総事業費：34,100 百万円（令和８年度ベース、物価や労賃の変動等含む） 

区画整理    ：24,377 百万円 

農業用用排水： 9,723 百万円 

（参考）計画変更時点 

総事業費：26,041 百万円（計画変更時点） 

区画整理    ：19,041 百万円 

農業用用排水： 7,000 百万円 

 

1.9 工期 

平成 28 年度～令和 11 年度 

 

1.10 予定負担区分 

事業方式 事業 国庫負担 県負担 市町負担 農家負担 

一般型 
区画整理 66.67% 25.00% 3.33% 5.00% 

農業用用排水 66.67% 25.00% 8.33% － 
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2. 事業の進捗状況 

2.1 主要工事の進捗状況 

主要工事の進捗率は下表のとおりである。 
 

工種 事業量（計画） 令和７年度まで 
進捗率 

（事業費ベース） 

区画整理 654ha 245ha   51.8% 

農業用用排水 
1 か所 1 か所 

  71.3% 
7.8km 4.6km 

注：令和７年度決算時点で整理。 

 

2.2 総事業費の執行状況 

（単位：百万円） 

総事業費 
令和７年度まで 令和８年度 令和８年

度まで 
進捗率 

令和８年度

以降 事業費 進捗率 前年度 
繰り越し 当初予算 

34,100 19,545 57.3% 839 1,419 63.9% 12,297 

注：事業費は令和７年度決算時点で整理、進捗率は事業費ベース。 
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2.3 工事施工状況 

区画整理工事 

  

明理川団地（区画整備前）H22 年 
出典：国土地理院ウェブサイト 

 
 
 

明理川団地（区画整備後）R5 年 
出典：国土地理院ウェブサイト 

 
 
 

  
久妙寺団地（区画整備前）H29 年４月 久妙寺団地（区画整備中）H29 年 12 月 

  
久妙寺団地（区画整備中）H30 年３月 久妙寺団地（区画整備後）H31 年３月 
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農業用用排水工事（排水路） 

  
北条新田排水機場（工事着手前）R2 年６月 北条新田排水機場（工事中）R7 年５月 

 

 
 北条新田排水機場（工事後）R8 年３月 

  
徳出・安出・明理川工区 

１号幹線排水路（工事着手前）H29 年 12 月 
徳出・安出・明理川工区 

１号幹線排水路（工事中）R2 年 11 月 

  
徳出・安出・明理川工区 

１号幹線排水路（工事中）R2 年 11 月 
徳出・安出・明理川工区 

１号幹線排水路（工事後）R3 年３月 
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2.4 営農状況 

本地区では、水田が農地面積の９割以上を占めており、総じて稲作が盛んな地域である。

一方で、飼料用米、大豆、はだか麦といった土地利用型作物や、露地野菜（さといも他）、施

設野菜（いちご他）についても、農業生産法人を中心とした生産が行われている。 
以下に、地区内の先進事例である農事組合法人及び個別経営体の活動概要等を示す。 
 

2.4.1 先進事例 

（１）農事組合法人 吉田 

【経営概要】 

主要作物：水稲（10.5ha）、はだか麦（42.5ha）、大豆（34.3ha）、加工用たまねぎ（4.2ha）、 
さといも（2.6ha） ※令和６年度（周桑農業協同組合への聞き取り結果） 

所在地 ：愛媛県西条市 
法人設立：平成 27 年９月９日 
 

【活動の特徴】 

1) 活動の概要 

・「一集落一農場、公平・公正、農地を遊ばせない」をモットーに儲かる農業を目指す。 

・吉田上生産組合設立当初から、組合長及び理事のみに負担をかけないよう、水稲、麦、大

豆など品目ごとの栽培方針を定める栽培部長、地域の農地を数ブロックに分け、管理する

ブロック長、機械担当、会計担当、女性部など全員が役割を担うことで、運営、部門間の

連携を図っている。 

・一年を通じた作業の確保のため、収益性の高い里芋（H24）、加工用たまねぎ（H28）を導

入した。さらに H30 年からは施設アムスメロンを導入し、経営の安定化を図っている。 

・H19 年「美しい田んぼにやさしい笑顔」を目標に「環境保全会」を設立し、通学路を中心

にひまわりを植え、景観形成活動を始め、地域住民の癒しの場になっている。 

  
写真．加工用たまねぎ収穫 写真．通学路周辺にひまわり 

【表彰経歴】平成 29 年度日本農業賞県知事賞 
      平成 30 年度西条市民表彰 
【出典】愛媛県 HP（集落営農法人・組織の優良事例） 

（URL：https://www.pref.ehime.jp/page/3817.html） 
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2) 地域貢献活動 

・通学路を中心とした観賞用ヒマワリを栽培している。 

3) 経営多角化 

・年間作業体系の構築、構成員の所得向上、女性が活躍できる場作りを目的に、平成 24 年度

にさといも、平成 28 年度に加工用たまねぎを導入した。 

・構成員１名当たりの所得は、さといもについては約 14.3 日の労働で約 137,000 円、加工用

たまねぎについては約 10 日の労働で約 100,000 円である。 

4) 女性部・青年部の設置 

・女性の積極的な参加を促している。また、活動費を組織から助成し、活性化や意見集約を

行っている。 

・平成 27 年度から青年部を設置し、若手農業者の育成を行っている。 

5) 雇用・研修生受け入れ 

・継続的な農業経営を行っていくために周桑農業協同組合管内の農事組合法人では初めての

取り組みとして１名雇用を行いました。 

・農業大学生の研修受入を開始しました。 

 

  
写真．さといも選別風景 写真．さといも畝立て風景 

 
【出典】周桑農業協同組合企画開発課「集落営農の取り組みについて」（令和６年） 
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（２）徳永氏 

【経営概要】 

経営形態：個別経営体（家族経営体） 
経営規模：約 55ha（うち、本地区内は約 8ha） ※令和７年度 
主要作物：水稲、はだか麦、大豆、たまねぎ ※令和６年度 
所在地 ：愛媛県西条市 
構成員 ：家族３名、アルバイト１名（うち、オペレーターは３名） ※令和６年度 
 

【活動の概要】 

1) 大型機械による高収益作物の生産 
中畔（杭畦畔：座標で管理）を取り除いて 50a 区画を 1ha 区画に変えた圃場を６～７筆耕

作しており、1ha 区画の圃場で大型機械を使用してたまねぎを生産している。また、いろい

ろな作物を試行し、どの作物が１番良いかを検討している。 
 

2) 作業受託 
レーザーレベラーを保有しており、他農家の均平作業を受託している。 

 
3) スマート農業の取組 
防除用ドローン、GPS 付直進アシスト農機を導入している。また、本事業にて自動給水栓

を設置しており、スマートフォンで水管理を行っている。 
 

【将来展望】 

1) 乾田直播 

２～３年前から乾田直播に取り組み、試行錯誤し

ている。これにより、作業の分散化が可能となる。 
 

2) 法人の立ち上げ 

将来的には独自法人を立ち上げることも視野に入

れている。 
 

  
写真．たまねぎ栽培 写真．乾田直播 

 
【出典】徳永氏聞き取り調査記録 
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2.4.2 作付状況 

本地区では、水田が農地面積の９割以上を占めており、総じて稲作（435ha）が盛んな地域

である。一方で、飼料用米（５ha）、大豆（48ha）、はだか麦（174ha）といった土地利用型

作物や、露地野菜（さといも他 39ha）、施設野菜（いちご他 20ha）についても、農業生産

法人を中心にとした生産が行われている。 

 

表 2.1 本地区における土地利用計画（再評価時点） 

 
※１．現計画の土地利用計画における作付率に、再評価時点の本地面積を乗じて算定した。 
※２．上表は区画整理、農業用用排水（農振白地含む）を含む地区全体の面積を示す。 
※３．作付面積、作付率の合計には不作付地（自己保全管理、調整水田、その他）を含まない。 

現　　況 計　　画 増 減 現　　況 計　　画 増 減 現　　況 計　　画 増 減
(ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha)
680 632 △ 48 11 11 - 691 643 △ 48

作期 作物名
作付
面積

作付
率

作付
面積

作付
率

作付
面積

作付
面積

作付
率

作付
面積

作付
率

作付
面積

作付
面積

作付
率

作付
面積

作付
率

作付
面積

(ha) (％) (ha) (％) (ha) (ha) (％) (ha) (％) (ha) (ha) (％) (ha) (％) (ha)
水稲 435 64.0 418 66.1 △ 17 - - - - - 435 63.0 418 65.0 △ 17
飼料用米 5 0.7 36 5.7 31 - - - - - 5 0.7 36 5.6 31
大豆 48 7.1 96 15.2 48 - - - - - 48 6.9 96 14.9 48
さといも 8 1.2 19 3.0 11 5 45.5 5 45.5 - 13 1.9 24 3.7 11
夏秋きゅうり 9 1.3 16 2.5 7 6 54.5 6 54.5 - 15 2.2 22 3.4 7
アスパラガス 7 1.0 15 2.4 8 - - - - - 7 1.0 15 2.3 8
(建ぺい率考慮) (6) (13) - - (6) (13)

いちご 16 2.4 32 5.1 16 - - - - - 16 2.3 32 5.0 16
(建ぺい率考慮) (14) (28) - - (14) (28)

小計 528 77.7 632 100.0 104 11 100.0 11 100.0 - 539 78.0 643 99.9 104
不作付地 152 - - - 152 -

計 680 77.7 632 100.0 104 11 100.0 11 100.0 - 691 78.0 643 99.9 104
はだか麦 174 25.6 253 40.0 79 - - - - - 174 25.2 253 39.3 79
ブロッコリー 11 1.6 12 1.9 1 - - - - - 11 1.6 12 1.9 1

計 185 27.2 265 41.9 80 - - - - - 185 26.8 265 41.2 80
713 104.9 897 141.9 184 11 100.0 11 100.0 - 724 104.8 908 141.1 184

表作
（春夏）

裏作
（秋冬）

合計

地 目 田 畑 計

時 点

本地面積
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2.4.3 農地集積状況 

本地区の平成 26 年度における担い手への農地集積率は 40％であったが、令和６年度にお

いては 64％であり、西条市の 58％、愛媛県の 40％、全国の 62％を上回っており、農地集積

が進展している。また、計画値を超えている団地もある。 

表 2.2 本地区における農地集積状況 

 
※１．本地区は「事業所調べ」、西条市は「西条市調べ」、愛媛県及び全国は農林水産省 HP「担い手への農地集積の状況」 
※２．平成 26 年 3 月末の調査から、国の調査方法の変更に伴い、対象となる担い手の範囲が変更されている。 

（単位：ha）
区分 R6状況 項目 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 計画

耕地面積 95.2 98.6 98.6 98.6 96.4 96.4 96.4 91.0
集積面積 65.0 60.2 79.7 79.6 80.5 82.7 89.1 84.4
集積率 68.3% 61.0% 80.8% 80.7% 83.5% 85.7% 92.4% 92.7%
耕地面積 46.8 43.3 43.3 43.3 45.1 45.1 45.1 43.9
集積面積 20.7 20.8 21.6 24.0 27.7 26.4 26.9 38.4
集積率 44.2% 48.0% 49.9% 55.5% 61.4% 58.6% 59.7% 87.5%
耕地面積 38.6 36.5 36.5 36.5 37.8 37.8 37.8 37.2
集積面積 13.3 13.3 13.8 16.2 15.6 20.2 21.1 30.7
集積率 34.5% 36.4% 37.8% 44.5% 41.2% 53.5% 55.8% 82.5%
耕地面積 33.5 32.0 32.0 32.0 31.9 31.9 31.9 31.3
集積面積 15.7 27.3 26.1 26.4 27.1 27.1 27.2 25.7
集積率 46.9% 85.2% 81.5% 82.5% 85.1% 85.0% 85.2% 82.1%
耕地面積 25.4 25.4 25.4 25.4 25.4 25.4 25.4 23.4
集積面積 14.3 14.3 17.8 18.5 18.1 18.9 18.5 20.2
集積率 56.3% 56.4% 70.2% 73.1% 71.3% 74.7% 73.0% 86.3%
耕地面積 31.4 31.0 31.0 31.0 30.0 30.0 30.0 27.9
集積面積 7.6 7.7 8.7 9.1 9.8 10.9 11.2 22.4
集積率 24.2% 24.8% 28.0% 29.4% 32.6% 36.4% 37.4% 80.3%
耕地面積 27.6 25.6 25.6 25.6 25.6 25.7 25.7 26.0
集積面積 6.8 6.8 10.4 12.5 19.0 15.1 15.8 21.1
集積率 24.6% 26.6% 40.7% 48.8% 74.3% 58.9% 61.6% 81.2%
耕地面積 13.5 13.4 13.4 13.4 13.3 13.3 13.3 12.6
集積面積 1.8 1.8 2.0 2.0 6.9 10.7 11.7 10.7
集積率 13.3% 13.4% 15.0% 15.0% 51.5% 80.4% 88.0% 84.9%
耕地面積 15.6 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3 13.9
集積面積 9.5 7.5 10.7 10.4 10.9 10.6 13.5 12.7
集積率 60.9% 46.1% 65.7% 64.0% 66.6% 65.1% 83.0% 91.4%
耕地面積 18.2 18.1 18.1 18.1 19.0 19.0 19.0 17.3
集積面積 9.0 9.0 11.5 10.8 13.6 9.6 9.9 14.4
集積率 49.5% 49.7% 63.5% 59.6% 71.8% 50.5% 52.1% 83.2%
耕地面積 65.8 67.1 67.1 67.1 67.1 67.1 67.1 62.4
集積面積 30.1 29.9 37.9 40.1 38.5 39.4 39.4 49.9
集積率 45.7% 44.5% 56.4% 59.8% 57.4% 58.8% 58.7% 80.0%
耕地面積 35.1 32.4 32.4 32.4 32.4 32.4 32.4 33.0
集積面積 12.8 12.6 21.7 21.7 21.7 21.4 21.0 26.4
集積率 36.5% 38.9% 67.0% 67.0% 67.0% 65.9% 64.7% 80.0%
耕地面積 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 24.0
集積面積 6.9 7.2 13.7 12.9 10.1 13.2 11.6 19.2
集積率 26.6% 27.8% 52.9% 49.6% 38.8% 50.8% 44.8% 80.0%
耕地面積 68.0 71.6 71.6 71.6 71.7 71.7 71.7 65.3
集積面積 22.7 19.2 41.5 39.5 36.5 36.9 39.7 52.3
集積率 33.4% 26.8% 57.9% 55.2% 50.9% 51.5% 55.4% 80.1%
耕地面積 52.1 52.5 52.5 52.5 52.5 52.5 52.5 49.8
集積面積 24.0 41.7 37.0 37.3 38.7 38.6 40.1 39.9
集積率 46.1% 79.4% 70.4% 71.1% 73.7% 73.6% 76.4% 80.1%
耕地面積 26.3 25.7 25.7 25.7 27.5 27.5 27.5 24.9
集積面積 8.2 8.3 9.2 9.4 10.6 12.9 15.1 20.0
集積率 31.2% 32.3% 35.8% 36.6% 38.6% 46.8% 54.8% 80.3%
耕地面積 37.5 37.8 37.8 37.8 38.8 38.8 38.8 34.5
集積面積 6.9 6.1 9.6 8.9 23.3 25.3 21.5 27.7
集積率 18.4% 16.2% 25.4% 23.6% 60.1% 65.2% 55.5% 80.3%
耕地面積 15.6 14.5 14.5 14.5 14.5 14.5 14.5 13.0
集積面積 1.5 4.8 5.4 5.4 4.4 4.4 5.3 10.5
集積率 9.6% 33.0% 37.2% 37.0% 30.5% 30.5% 36.5% 80.8%
耕地面積 20.0 20.5 20.5 20.5 20.3 20.3 20.3 18.3
集積面積 1.6 1.6 4.4 3.5 3.3 3.3 3.1 14.7
集積率 8.0% 7.8% 21.4% 17.0% 16.1% 16.0% 15.2% 80.3%

耕地面積 692.1 688.3 688.3 688.3 691.5 691.6 691.6 649.7

集積面積 278.4 300.1 382.6 388.4 416.2 427.6 441.7 541.3

集積率 40.2% 43.6% 55.6% 56.4% 60.2% 61.8% 63.9% 83.3%

集積率 29.6% 22.6% 34.7% 32.5% 35.2% 39.7% 41.8% 47.4% 47.0% 52.3% 53.8% 53.5% 54.8% 59.6% 57.9%

集積率 37.4% 35.9% 33.0% 24.6% 25.8% 27.4% 28.4% 29.8% 30.8% 31.8% 33.6% 34.2% 35.9% 37.4% 39.8%

集積率 48.1% 47.9% 48.8% 48.7% 50.3% 52.3% 54.0% 55.2% 56.2% 57.1% 58.0% 58.9% 59.5% 60.4% 61.5%

宮之内 未着工

周布 実施中

北条
工事完
了R6

北条新
田

実施中

明理川
工事完
了R6

高田下 未着手

安用
工事完
了R6

安用出
作

工事完
了R6

徳能出
作

工事完
了R6

高知 実施中

古田 未着工

全国

来見 未着手

志川 未着工

計

西条市

愛媛県

本
地
区

田野上
方東

実施中

田野上
方西

未着工

長野東 未着手

久妙寺 完了R4

高松 未着手

北田野 未着工
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図 2.1 担い手への農地集積率の推移（本地区、西条市、愛媛県、全国） 

 

 
図 2.2 各団地の担い手への農地集積率の推移（本地区） 

 

2.4.4 地域のコミュニケーション 

地域のコミュニケーションの状況について、東予土地改良協議会へ聞き取り調査を行った。 

新設したポンプ場の管理組合設立が結果的に地域のコミュニケーションを活発化させたと

いう状況を確認した。 

 
項目 内容 

コミュニケ

ーションの

向上 

① 本事業で造成された３つのポンプ場の管理は改良区ではなく、組合で規

約をつくって管理することとした（北条団地と北条新田団地で組合を分

けた）。これにより熱心に話し合っており、コミュニケーションが増え

た。【東予改良区】 
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29.6%

22.6%

34.7%

32.5% 35.2%
39.7%

41.8%

47.4% 47.0%
52.3% 53.8% 53.5% 54.8%

59.6% 57.9%

37.4%
35.9%

33.0%

24.6% 25.8% 27.4% 28.4% 29.8% 30.8% 31.8% 33.6% 34.2% 35.9% 37.4%
39.8%

48.1% 47.9% 48.8% 48.7% 50.3%
52.3% 54.0% 55.2% 56.2% 57.1%

58.0% 58.9%
59.5% 60.4%

61.5%
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